学生による金銭教育の実践-浦安市立浦安小学校における金銭教育- by 富野,貴弘
32
プロジェクト7活動報告
学生による金銭教育の実践
一浦安市立浦安小学校における金銭教育一
富　野　貴　弘☆
概　要
　明治大学商学部，富野ゼミナールは，浦安市立浦安小学校（5年生対象）において計7回の金
銭教育授業を実施した。そのうち1回は実践的授業として，浦安スポーツフェスティバル（10
月8日）にて模擬店を出店し，実際にカレー販売を行った。
　授業そのものは9月から10月にかけて実施されたが（以下，参照），ゼミ生は4月から何度も
小学校に足を運び，浦安小の教員と打ち合わせを行いながら授業実施計画の作成および授業準備
を入念に繰り返した。8月10日には，西葛西にて準備合宿も行った。
授業実施スケジュールおよび内容
　第1回～第5回：「お金を稼ぐということの理解」（9月27日，28日，29日，10月3日，6日）
　1回目は商品の生産と流通についての理解と様々な仕事（職業）の役割についての説明。2回
目は利益と価格の説明，およびカレーを販売する上での利益目標，カレーの販売価格を決定。3
回目・4回目は，広告の意味と効果を説明し，小学生に実際にチラシや看板を作らせた。5回目
は，販売にあたっての接客指導を行った。
　第6回：「スボーツフェスティバルにおけるカレー販売」（10月8日）
　接客，裏方（ごはんをよそう，袋詰め），広報（ちらし配り，呼び込み）と仕事を細分化し，5人
程度のグループ毎にローテーションを組み，全ての仕事を小学生全員が体験できるように設定。最
初は小学生も緊張気味であったが，次第に慣れ大きな声で接客や呼び込みをしていた。昼の時間
帯には，客の行列ができるまで大繁盛した。事前の接客の練習の甲斐があり，客に褒めてもらった
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り，励ましの言葉をもらうこともあった。最終的には，550杯のカレーを完売することができた。
　第7回：「最終授業」（10月ll日）
　スポーッフェスティバルでのカレー販売結果報告として，総売上げ，利益を発表。完売はした
ものの利益はあまりでなかったことを伝え，商売は甘くないということ理解させた。このことか
らお金を得るということの大変さ，今の生活は両親のおかげであるということの理解へと繋げた。
利益の一部はユニセフ（国連児童基金）への募金に充てた。
浦安小学校の教員（5年学年主任，久保明子）による感想
　消費者の立場での知識や体験は多くても，実際に販売する体験をしている子ども達は，けっし
て多くはありません。それに似た体験としては，「低学年でお店やさんごっこをする。」「毎年1
回の学校行事の中で，校内にお店を出し合い，手作りの品物を売る，お客になって買う。（お金
は，模型）」などです。
　今回，大学生が本格的なカレーを作ってくださったことやスポーツフェアでの販売という明確
な目標があったことで，子ども達は，学習の1時間目から当日の販売まで，毎時間，生き生きと
意欲的に活動に取り組むことができました。
　評価できる点としては，
　・販売に必要となる接客の態度や言葉使いなどのスキルを知り，体験したこと。
　・わずか4時間だったが，販売に携わることができた疲労感・満足感を得られたこと。
　・普段発言の少ない子ども達も，大きな声で呼び込みや接客を生き生きとやっていたこと。
　・子ども達が販売した4時間では利益が出ず，大学生が残って売り続けてくれた結果，何とか
　　1万6，000円の利益。一人に換算すると266円，時給に換算したら，たった．66円！でも，
　　お金を稼ぐ大変さが実感できたこと。
などです。
　後日，「お金やお菓子などをおごったりおごられたりした結果，家から多額のお金を持ち出し
てしまったという金銭トラブル」について，学級指導をする機会がありました。その際，子ども
達から，「あんなに働いたのに，少しの利益だったのに，そんなに大金を無駄使いして，もった
いない。親が一生懸命に働いてもらったお金なのに……」という声がすぐ，聞こえてきました。
今回の貴重な体験から学んだ価値観が，日常生活で活かされたと，実感できました。
　〈学生の指導について〉
　夏休みから，十分な準備をしていたことと思いますが，当初は，戸惑いや反省の声が多く聞か
れました。学習が進むにつれ，発問の仕方・資料の効果的な提示・子ども達の発言の受け止め方
などの指導技術が，目に見えて上達していきました。何度も繰り返し，話し合い，修正を重ねて
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いった成果です。後半は，安心してお任せすることができました。販売体験後のまとめの学習の
時間は，最後にふさわしい自信に満ちた態度で，指導の流れもスムーズでした。学生の思いがしっ
かりと子ども達に伝わっていました。感想のカードに，お金の大切さ・親への思いなどが素直に
表れていました。
　販売当日はもちろんのこと，子ども達との学習時間以外に，大変な労力と時間が費やされたこ
とと思います。お疲れ様でした。学生の皆さんにも，心に残る実践となったことと確信します。
ゼミ担当教員（富野貴弘）による感想
　この金銭教育プロジェクトを私のゼミが担当することに決まった際には「弱ったなあ」という
のが正直な気持ちでした。活動内容が，ゼミの主たる勉強内容である「生産管理論」や「経営学」
とはかけ離れている上に，私はゼミを持ったばかりの（今年のゼミ生は1期生）経験も浅い新米
教員。どのようにゼミ運営をしていったら良いのかさえ，ほとんど分かっていない暗中模索の状
態。とはいえ，小学生を相手に教育をするということは大きな社会的責任も伴う。そのような手
探り状況のもと，プロジェクトは始まりました。
　基本的に，ゼミの講義時間を現代GPの活動や準備に当てることは殆どしませんでした。つま
り，学生にはゼミの本活動と並行しながらサブゼミの時間を使ってGPの活動をさせましたので，
物理的にも精神的にもかなりの負担があったと思います。さらに「活動の方向性のみを示し，あ
とは全て学生達に考えさせる」というスタンスを終始徹底しました。活動の様々な役割分担を最
初から制度的に決めることも，敢えていたしませんでした。ですから私のゼミのプロジェクトで
は，いわゆるリーダーは居りません。初めは個々の役割も資質も殆どわからない状態の中から，
次々と出てくる目の前の問題を乗り越えていくことで，最終的には100％を超える仕事ができる
のではないかと思ったからです。それゆえ，傍から見ていると隔靴掻痒を感じることが多々あり
ましたし，学生の中でも大小含め何度も衝突があったようです。しかし活動が進んでいく中で自
然発生的に創発的に，リーダー的な役割を担う人が出現し，それを個々の得意分野に応じてサポー
トする人が出てくるという好循環が徐々に生まれていきました。
　最終的な結果が成功だったのかどうかは分かりませんが，スポーツフェスティバルの当日，会場
で小学生によるカレー販売が終わったときに周りにいらっしゃった浦安市民の皆さんから拍手をい
ただくという光景がありました。それを見た浦安小学校の校長先生もおっしゃっておられましたが，
「大学の教育力が地域社会に貢献する」という現代GPの目的がある程度は達成できたのではないか
と思っております。同時に学生達は，組織で動くことの難しさ，人にものを教えることの難しさと面
白さ，社会の厳しさを身をもって味わうなど，実に数多くの貴重な経験をさせていただきました。
　しかしながら実は，このプロジェクトを通じて最も多くのことを学ばさせていただいたのは私
自身だったような気がします。ご協力いただいた浦安小学校の皆様，明治大学の先生および事務
の方々に心より感謝申し上げたいと思います。
